
　

社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
道
徳
教

育
と
は
社
会
主
義
体
制
の
建
設
に
資
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
政
治
・
思

想
教
育
と
同
義
語
で
あ
っ
た
。
ラ
オ
ス

に
お
い
て
も
、
建
国
前
夜
よ
り
ラ
オ
ス

人
民
革
命
党
（
以
下
、
党
）
指
導
部
は

「
教
育
を
最
優
先
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人

間
」
の
育
成
を
目
指
し
た
社
会
主
義
教

育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
た
。

し
か
し
一
九
七
九
年
に
市
場
経
済
化
に

着
手
し
、
国
家
建
設
の
重
点
が
社
会
主

義
国
家
建
設
か
ら
国
民
国
家
建
設
へ
と

移
行
す
る
と
、
道
徳
教
育
の
内
容
は
大

き
く
変
化
し
、人
材
育
成
の
目
標
も「
社

会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」
か
ら
「
善

良
な
公
民
」
へ
と
変
化
を
遂
げ
る
こ
と

と
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
国
家
主
導
に
よ
る
「
上

か
ら
の
国
民
形
成
」
の
手
段
で
あ
る
道

徳
教
育
に
注
目
し
、
一
九
七
五
年
以
降

の
国
家
建
設
過
程
に
つ
い
て
、「
理
想

的
国
民
像
」
の
変
化
と
い
う
点
か
ら
考

え
て
み
た
い
。

●「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」

　

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
が
誕
生
す

る
と
、
新
政
権
は
国
防
と
国
家
建
設
と

い
う
革
命
の
二
大
戦
略
任
務
を
掲
げ
、

社
会
主
義
国
家
建
設
に
着
手
し
た
。
し

か
し
、
旧
王
国
政
府
側
人
材
の
逃
亡
や

解
放
区
出
身
の
現
政
権
側
人
材
の
教
育

水
準
の
低
さ
か
ら
国
家
建
設
の
担
い
手

と
な
る
人
材
は
著
し
く
不
足
し
て
い

た
。
そ
こ
で
党
は
「
社
会
主
義
的
な
新

し
い
人
間
」
の
育
成
を
目
指
し
、
社
会

主
義
国
家
建
設
と
軌
を
一
に
し
た
教
育

政
策
に
乗
り
出
し
た
。

　
「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」
と

は
、
第
一
に
労
働
者
で
あ
り
、
社
会
主

義
へ
の
愛
や
集
団
の
利
益
と
個
人
の
利

益
の
結
合
、
国
際
精
神
と
い
っ
た
典
型

的
な
社
会
主
義
的
資
質
に
加
え
、
愛
国

心
を
身
に
付
け
た
人
物
と
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
う
え
で
重

要
な
科
目
が
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
道
徳
科
目
で
あ
っ
た
。

　
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
は
一
九
九
四

年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
至
る
ま

で
、
小
学
校
か
ら
前
期
中
学
校
二
年
生

（
日
本
の
中
学
二
年
生
に
あ
た
る
）
ま

で
の
全
学
年
で
教
え
ら
れ
、
革
命
道
徳

と
一
般
知
識
を
教
授
し
て
「
社
会
主
義

的
な
新
し
い
人
間
」
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
教
科
書
は
内
戦

期
に
解
放
区
で
編
纂
さ
れ
た
教
科
書
に

若
干
の
改
訂
を
加
え
た
も
の
が
そ
の
ま

ま
用
い
ら
れ
、
戦
時
体
制
を
色
濃
く
反

映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
九
年
版
の
小
学
四
年
教
科
書

の
目
次
を
み
て
み
る
と
、労
働
や
愛
国
、

国
際
精
神
、
集
団
主
義
を
テ
ー
マ
と
し

た
課
が
並
び
（
表
1
）、
各
課
の
学
習

を
と
お
し
て
「
学
習
も
労
働
の
一
部
で

あ
り
、
労
働
を
と
お
し
て
革
命
の
二
大

戦
略
任
務
（
国
防
と
国
家
建
設
）
に
参

加
す
る
こ
と
が
愛
国
心
の
表
明
に
つ
な

が
る
」
と
い
う
「
社
会
主
義
的
な
新
し

い
人
間
」
と
な
る
た
め
の
道
筋
を
生
徒

た
ち
が
習
得
で
き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
国
家
を
「
解
放
」
し
、

現
在
の
国
家
建
設
を
指
導
す
る
党
へ
の

感
謝
の
念
を
も
つ
こ
と
が
く
り
か
え
し

強
調
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
間
に
党
へ
の

信
頼
の
念
を
醸
成
さ
せ
る
よ
う
な
内
容

表1　1979年版『道徳小学4年』（全26課）
課 タイトル

1 勇敢に友人の命を助ける

2 行儀良く、良く勉強し、良く労働する

3 先生を尊敬し、言うことを聞く

4 まじめに学校に行く

5 難問に遭遇してもあきらめない

6 完全に分かるように実践してみる

7 労働時の危険に注意する

8 助け合って労働をする

9 集団のものを大事にする

10 本を長く大事に使う

11 小さな子を愛し、助ける

12 軍隊を愛し、助ける

13 労働者を愛し、感謝する

14 労働人民を愛し、感謝する

15 地域行政組織に感謝する

16 ラオス人民革命党を愛し、感謝する

17 指導者を愛し、感謝する

18 諸民族の団結

19 世界の児童との団結

20 全体の清潔に気を配る

（出所） 参考文献①をもとに筆者が作成。
　　　　21～26課は紙面の都合上省略。

特 集

国
家
建
設
過
程
に
お
け
る

理
想
的
国
民
像
の
変
化

矢
野
順
子

ラオスにおける
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と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
建
国
初
期
の
時
代
、
ラ

オ
ス
の
国
民
形
成
は
社
会
主
義
国
家
建

設
と
い
う
至
上
命
題
に
完
全
に
追
随
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一

九
八
六
年
の
第
四
回
党
大
会
に
お
い
て

チ
ン
タ
ナ
カ
ー
ン
・
マ
イ
が
提
示
さ
れ
、

「
新
経
済
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
実
施

が
本
格
化
す
る
と
、
こ
う
し
た
集
団
主

義
的
社
会
主
義
教
育
も
変
容
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

● 

第
四
回
党
大
会
と
一
九
九
一
年

憲
法

　

一
九
八
六
年
の
第
四
回
党
大
会
と
い

え
ば
経
済
改
革
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
に
提
起
さ
れ

た
「
五
つ
の
戦
略
計
画
」
の
な
か
に
は
、

教
育
改
革
を
指
示
す
る
項
目
も
含
ま
れ

て
お
り
、
教
育
部
門
に
お
い
て
も
一
九

九
四
年
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
へ

向
け
て
の
布
石
が
打
た
れ
る
か
た
ち
と

な
っ
た
。
市
場
経
済
化
を
中
心
と
す
る

新
し
い
経
済
政
策
を
実
施
す
る
に
は
当

然
、
そ
れ
に
適
合
し
た
「
新
し
い
思
考

（
チ
ン
タ
ナ
カ
ー
ン
・
マ
イ
）」
を
も
っ

た
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ

う
し
た
な
か
、
理
想
的
国
民
の
モ
デ
ル

も
「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」
か

ら
「
善
良
な
公
民
」
へ
と
変
化
を
遂
げ

て
い
く
。

　

公
式
文
書
に
お
け
る「
善
良
な
公
民
」

の
初
出
は
、
一
九
九
一
年
の
「
ラ
オ
ス

人
民
民
主
共
和
国
憲
法
」
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
憲
法
第
二
章
第
一
九
条
に

「
国
家
は
新
し
い
世
代
の
人
を
善
良
な

公
民
へ
と
育
成
し
て
い
け
る
よ
う
に
教

育
を
拡
大
す
る
」
と
の
表
現
が
み
ら
れ

る
。
憲
法
で
は
、
社
会
主
義
体
制
堅
持

の
方
針
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、
国
民
主

権
の
宣
言
や
人
権
規
定
の
盛
り
込
み
な

ど
、
集
団
主
義
の
も
と
で
個
人
の
権
利

を
制
限
し
て
き
た
従
来
の
路
線
と
は
一

線
を
画
す
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
教
育

に
関
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
公
式
文
書
に

お
い
て
「
社
会
主
義
教
育
」
と
記
さ
れ

て
い
た
の
が
単
に
「
教
育
」
と
さ
れ
て

い
る
。

　

冷
戦
の
終
結
に
よ
る
対
外
的
な
脅
威

の
緩
和
に
加
え
、
ラ
オ
ス
全
土
へ
の
党

の
支
配
体
制
が
確
立
さ
れ
る
な
ど
国
内

情
勢
も
安
定
し
て
い
た
。
憲
法
の
前
文

に
は
「
新
時
代
へ
と
到
達
し
、
わ
れ
わ

れ
の
国
家
の
社
会
生
活
に
は
憲
法
が
必

要
と
な
っ
た
」
と
の
文
言
が
み
ら
れ
、

戦
時
体
制
か
ら
の
脱
却
と
法
治
国
家
建

設
が
党
に
と
っ
て
新
た
な
課
題
と
な
っ

た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
、
社
会
主
義
体
制
の
構
築
一

辺
倒
で
あ
っ
た
国
家
建
設
も
文
化
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
国
民
国
家

建
設
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　
「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」
か

ら
「
善
良
な
公
民
」
へ
と
い
う
理
想
的

国
民
像
の
移
行
は
、
こ
う
し
た
国
家
建

設
方
針
の
変
化
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
一
九
九
四
年
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
っ
て
道
徳
教

育
の
内
容
が
一
変
し
た
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
と
な
る
。

● 

一
九
九
四
年
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
と
五
つ
の
教
育
分
野

　

一
九
九
四
年
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
の
名
で

呼
ば
れ
て
き
た
道
徳
科
目
が
姿
を
消

し
、
小
学
校
で
は
「
私
た
ち
の
周
り
の

世
界
（
ロ
ー
ク
・
オ
ー
ム
・
ト
ワ
・
ハ

オ
）」、
前
・
後
期
中
学
校
で
は
「
公
民

教
育
（
ス
ク
サ
ー
・
ポ
ン
ラ
ム
ア
ン
）」

が
新
た
に
そ
の
継
承
科
目
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
が
文

字
通
り
「
道
徳
」
や
「
倫
理
」
を
意
味

す
る
の
に
対
し
、「
私
た
ち
の
周
り
の

世
界
」「
公
民
教
育
」
と
い
う
や
や
性

格
の
異
な
る
科
目
名
が
採
用
さ
れ
、
教

育
内
容
も
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
を
裏
付
け
る

も
の
と
し
て
、「
道
徳
（
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ

ト
）、
知
識
、
労
働
、
肉
体
、
芸
術
」

と
い
う
教
育
の
全
体
目
標
に
お
け
る
五

分
野
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

内
戦
時
代
よ
り
党
は
「
道
徳
、知
識
、

労
働
、
肉
体
、
芸
術
」
の
五
分
野
に
つ

い
て
完
全
な
知
識
を
身
に
付
け
た
、
全

方
面
に
発
達
し
た
人
間
の
養
成
を
教
育

全
体
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
個
別
の
目
標
を
設
定
し
て
い

た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
結
果
、「
ク

ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
と
い
う
科
目
名
が
消

え
て
も
、
道
徳
を
含
む
五
分
野
を
基
礎

と
す
る
方
針
は
維
持
さ
れ
、
各
分
野
に

対
し
て
新
た
な
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
、
以
前
と
比
較
し

て
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い

た
。
た
と
え
ば
道
徳
分
野
に
つ
い
て
、

以
前
は
国
民
意
識
と
真
の
労
働
者
国
際

精
神
の
醸
成
や
革
命
闘
争
へ
の
参
加
な

ど
、「
社
会
主
義
的
な
新
し
い
人
間
」

の
資
質
に
沿
っ
た
事
柄
が
記
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
四
年
の

小
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
法
律
や

交
通
規
則
な
ど
法
治
国
家
の
成
員
と
し

て
不
可
欠
な
知
識
の
習
得
と
と
も
に
、

国
歌
や
国
民
の
遺
産
に
つ
い
て
の
知
識

な
ど
、
平
時
の
国
民
形
成
に
お
い
て
重

要
な
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る

側
面
を
中
心
に
目
標
が
構
成
さ
れ
て
い

た
。

　

こ
う
し
た
変
化
か
ら
は
、
党
の
国
家

建
設
の
比
重
が
社
会
主
義
国
家
建
設
か

ら
国
民
国
家
建
設
へ
と
移
行
し
て
い
く

様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
経

済
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
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「
正
統
な
」
社
会
主
義
国
家
建
設
が
も

は
や
現
実
的
な
選
択
肢
と
は
な
り
え
な

く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
代
わ
り
に
選
択

さ
れ
た
の
が
党
指
導
下
で
の
文
化
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
国
民
国
家

建
設
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
、「
道
徳
」
と
い
う

言
葉
自
体
が
も
つ
意
味
合
い
も
社
会
主

義
的
価
値
観
一
色
の
も
の
か
ら
、
国
民

国
家
建
設
に
適
し
た
も
の
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
。「
社
会
主
義
的
な
新
し
い

人
間
」
か
ら
「
善
良
な
公
民
」
へ
と
い

う
理
想
的
国
民
像
の
交
代
や
、
教
科
名

と
し
て
の
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
の
廃

止
は
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の

と
い
え
、
こ
の
事
実
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
後
の
新
教
科
書
の
内
容
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
る
。

●「
善
良
な
公
民
」

　

社
会
主
義
国
家
建
設
か
ら
国
民
国
家

建
設
へ
と
い
う
国
家
建
設
に
お
け
る
比

重
の
変
化
は
「
私
た
ち
の
周
り
の
世

界
」、「
公
民
教
育
」
の
教
科
書
に
明
確

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
の
周

り
の
世
界
」
は
理
科
、
社
会
、
道
徳
を

ま
と
め
た
総
合
科
目
的
な
内
容
と
な

り
、
模
範
的
な
児
童
像
の
提
示
に
終
始

し
て
い
た
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
教
科

書
と
は
、
性
格
の
異
な
る
も
の
と
な
っ

た
。

　

一
方
、「
公
民
教
育
」
と
は
ま
さ
し

く
「
善
良
な
公
民
」
の
育
成
を
目
的
と

し
た
科
目
で
あ
り
、
党
の
新
し
い
人
材

育
成
戦
略
に
お
い
て
重
要
な
科
目
と
さ

れ
た
。
教
科
書
に
書
か
れ
た
教
育
目
的

を
み
る
と
、
法
令
の
尊
重
や
国
民
の
権

利
と
義
務
の
遵
守
な
ど
法
治
国
家
の
成

員
と
し
て
必
要
な
知
識
の
習
得
と
同
時

に
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
醸
成
を
意
識
し
た
内
容
が
中
心
と

な
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
「
善
良
な
公

民
」
と
は
、
法
治
国
家
の
成
員
と
し
て

の
権
利
と
義
務
を
行
使
し
、「
ラ
オ
ス

国
民
」
と
し
て
の
愛
国
心
を
身
に
付
け

た
も
の
、と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。「
公

民
教
育
」
中
学
一
年
の
教
科
書
を
み
て

も
、
国
民
の
文
化
や
歴
史
、
地
方
行
政

制
度
に
つ
い
て
の
課
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、「
善
良

な
公
民
」の
育

成
を
第
一
と
し

た
内
容
と
な
っ

て
い
た
。（
表

2
）

　
「
ク
ン
ソ
ム

バ
ッ
ト
」
教
科

書
か
ら
の
顕
著

な
変
化
の
ひ
と

つ
に
、
新
教
科

書
に
お
い
て
仏

教
に
関
す
る
課

が
登
場
し
た
こ
と
が
あ
る
。マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
社
会
主
義
国
家

建
設
を
標
榜
し
て
い
た
党
に
と
っ
て
、

仏
教
は
本
来
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
社
会
主
義
的
な

新
し
い
人
間
」
の
養
成
を
目
的
と
し
た

「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」
教
科
書
に
お
い

て
、
仏
教
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
私
た
ち
の
周

り
の
世
界
」「
公
民
教
育
」
で
は
仏
教

道
徳
や
儀
礼
を
ラ
オ
ス
の
伝
統
的
な
文

化
と
し
て
積
極
的
に
紹
介
す
る
よ
う
に

な
る
。
と
く
に
「
公
民
教
育
」
で
は
、

五
戒
や
五
善
と
い
っ
た
仏
教
道
徳
（
シ

ン
タ
ム
）
が
ラ
オ
ス
の
法
律
の
基
礎
を

成
し
、
そ
の
こ
と
が
党
と
国
家
の
本
質

を
表
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
興
味
深

い
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
新
教
科
書
に
特
徴
的

な
点
と
し
て
少
数
民
族
に
関
す
る
記
述

の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
ク
ン
ソ
ム

バ
ッ
ト
」
に
お
い
て
も
、
諸
民
族
の
平

等
と
団
結
は
再
三
に
わ
た
っ
て
強
調
さ

れ
、
祖
国
防
衛
の
戦
い
の
な
か
で
多
民

族
か
ら
成
る
「
ラ
オ
ス
国
民
」
が
形
成

さ
れ
た
と
す
る
「
国
民
の
歴
史
」
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
歴
史
記
述

の
な
か
で
少
数
民
族
が
登
場
す
る
の
は

植
民
地
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
少

数
民
族
の
伝
統
風
習
や
文
化
遺
産
が
紹

介
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
「
公
民
教
育
」
で
は
、「
ラ
オ
ス
国
民

の
美
し
い
遺
産
」
と
し
て
、
祖
国
防
衛

の
戦
い
の
歴
史
を
「
愛
国
心
の
遺
産
」

と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
勤
勉

な
労
働
と
創
意
工
夫
の
才
と
い
う
遺

産
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
勤
勉
な

労
働
と
創
意
工
夫
の
才
と
い
う
遺
産
」

と
は
、
ト
ン
・
ハ
イ
ヒ
ン
、
ワ
ッ
ト
・

プ
ー
、
タ
ー
ト
・
ル
ワ
ン
、
ワ
ッ
ト
・

シ
ェ
ン
ト
ー
ン
な
ど
の
歴
史
建
造
物
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ト
ン
・
ハ
イ
ヒ

ン
と
ワ
ッ
ト
・
プ
ー
は
一
四
世
紀
の
ラ

ン
サ
ー
ン
王
国
建
国
以
前
に
、
モ
ン
・

ク
メ
ー
ル
系
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
タ
ー
ト
・
ル
ワ

ン
と
ワ
ッ
ト
・
シ
ェ
ン
ト
ー
ン
は
ラ
ン

サ
ー
ン
王
国
時
代
に
ラ
オ
族
に
よ
っ
て

建
造
さ
れ
た
仏
教
建
築
物
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
「
勤
勉
な
労

働
と
創
意
工
夫
の
才
と
い
う
遺
産
」
目

録
の
な
か
に
並
べ
る
こ
と
で
、
多
民
族

か
ら
成
る
ラ
オ
ス
国
民
の
形
成
を
植
民

地
時
代
よ
り
さ
ら
に
遠
い
過
去
へ
と
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
教
科
書
で
は
「
愛

国
心
」
と
「
勤
勉
な
労
働
と
創
意
工
夫

の
才
」
と
い
う
二
つ
の
遺
産
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
ラ
オ
ス
国
民
の
淵
源

を
遠
い
過
去
へ
と
求
め
、
そ
の
歴
史
的

な
多
民
族
性
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
試

み
が
な
さ
れ
て
い
た
。
革
命
闘
争
や
社

表2　「社会科学」中学1年、1996年（全4節19課）
Ⅰ　ラオス国民

Ⅱ　ラオス文化

Ⅲ　地方行政制度

Ⅳ　善良な公民としての生徒の義務

（出所） 参考文献②をもとに筆者作成。紙面の都合上、課以下は省略。
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会
主
義
国
家
建
設
と
い
っ
た
戦
闘
に
お

け
る
団
結
か
ら
、
歴
史
的
遺
産
と
い
う

文
化
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
社
会
主
義
国
家

建
設
か
ら
国
民
国
家
建
設
へ
と
い
う
国

家
建
設
戦
略
に
お
け
る
力
点
の
変
化
を

示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

● 

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
の
社
会
主

義
へ

　

こ
れ
ま
で
、
国
家
建
設
の
重
点
が
社

会
主
義
国
家
建
設
か
ら
国
民
国
家
建
設

へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
繰
り

返
し
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
教
科
書

か
ら
「
社
会
主
義
」
の
語
が
完
全
に
消

滅
し
た
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な

い
。「
社
会
主
義
」
の
文
言
は
依
然
と

し
て
み
ら
れ
、
将
来
の
社
会
主
義
到
達

と
い
う
目
標
自
体
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
一

方
で
、
国
防
と
国
家
建
設
と
い
う
「
革

命
の
二
大
戦
略
任
務
」
に
関
す
る
記
述

を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
顕
著
な
変
化
が

み
ら
れ
た
。「
国
防
」
で
は
、
侵
略
者

に
対
す
る
武
力
闘
争
が
強
調
さ
れ
た
か

つ
て
の
内
容
と
は
異
な
り
、
法
治
国
家

の
秩
序
維
持
や
人
権
侵
害
に
対
す
る
防

御
が
「
国
防
」
に
あ
た
る
行
為
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
た
。「
国
家
建
設
」
に

つ
い
て
も
、
社
会
主
義
達
成
よ
り
も
む

し
ろ
一
九
九
六
年
の
第
六
回
党
大
会
以

来
の
国
家
目
標
で
あ
る
「
二
〇
二
〇
年

ま
で
の
最
貧
国
脱
却
」
を
意
識
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
市
場
経
済

化
へ
の
移
行
を
説
明
す
る
箇
所
で
は

「
古
い
タ
イ
プ
の
経
済
管
理
シ
ス
テ
ム
」

と
、
社
会
主
義
計
画
経
済
が
時
代
遅
れ

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
容
認
す
る
か
の

よ
う
な
表
現
も
み
ら
れ
た
。

　

栗
原
は
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ド
イ
モ
イ
の

進
展
と
と
も
に
、
制
度
と
し
て
の
社
会

主
義
か
ら
理
念
と
し
て
の
社
会
主
義
へ

と
社
会
主
義
の
意
味
が
変
化
し
、
社
会

主
義
と
い
う
言
葉
が
一
種
の
修
飾
語
と

し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指

摘
す
る
（
参
考
文
献
③
）。
教
科
書
内

容
の
変
化
か
ら
、
ラ
オ
ス
に
お
い
て
も

ベ
ト
ナ
ム
と
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は
ま

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
党
は
現
在
も
な

お
、
一
党
支
配
の
正
当
性
を
一
貫
し
て

民
族
民
主
主
義
革
命
の
勝
利
に
求
め
て

い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
社
会
主
義

の
放
棄
は
党
支
配
の
正
当
性
を
奪
う
こ

と
と
な
り
、「
正
統
派
」
の
社
会
主
義

モ
デ
ル
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
と
し
て

も
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
と
し
て
の
社
会
主

義
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
あ
る
。

●「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」の
復
活

　

こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
一

九
九
四
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
以

来
、
道
徳
教
育
か
ら
政
治
・
思
想
教
育

的
要
素
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
二
〇
〇
六
年
の
第
八
回
党
大
会

後
、
国
家
教
育
制
度
改
革
に
着
手
さ
れ

る
と
再
び
政
治
・
思
想
教
育
強
化
の
傾

向
が
み
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
／
〇
九
学
年
度
以
降
、
初

等
教
育
で
順
次
「
ク
ン
ソ
ム
バ
ッ
ト
」

が
復
活
し
、
二
〇
一
〇
／
一
一
学
年
度

に
は
「
公
民
教
育
」
教
科
書
の
大
幅
な

改
訂
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
教
科

書
を
み
る
と
、
革
命
の
記
憶
や
道
徳
規

範
に
つ
い
て
な
ど
、
か
つ
て
の
「
ク
ン

ソ
ム
バ
ッ
ト
」
教
科
書
と
類
似
し
た

テ
ー
マ
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
変

化
の
背
景
に
は
、
格
差
拡
大
や
社
会
道

徳
の
乱
れ
と
い
っ
た
近
年
の
著
し
い
経

済
発
展
の
「
負
の
側
面
」
の
顕
在
化
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
の
第
九
回
党
大
会

に
お
い
て
も
、
格
差
是
正
と
社
会
道
徳

の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
、
第
七

次
経
済
・
社
会
開
発
五
カ
年
計
画
で
は

経
済
領
域
と
文
化
・
社
会
領
域
の
発
展

の
調
和
が
全
体
目
標
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
「
負
の
側

面
」
を
放
置
す
れ
ば
、
一
党
支
配
体
制

が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
と
の
党
の
強
い

焦
り
が
読
み
取
れ
る
。

　

政
治
・
思
想
教
育
の
強
化
に
よ
り「
負

の
側
面
」
を
と
も
な
わ
な
い
理
想
的
な

経
済
発
展
を
い
か
に
し
て
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
課
題
の
克

服
に
向
け
、
道
徳
教
育
重
視
の
傾
向
は

今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

（
や
の　

じ
ゅ
ん
こ
／
東
京
外
国
語
大
学
・

上
智
大
学
非
常
勤
講
師
）
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